
特別コース 

「特別コース：ソフトウェア品質保証の基礎」活動報告 

Report on Basic Course in Software Quality Assurance 

 

主査 ：  小池 利和 （ヤマハ）  

副主査 ： 真野 俊樹 （SQA総合研究所） 

  池田 浩明 （インテック） 

メンバ ： 小倉 徹 （山武） 

 田中 孝一 （日本電気通信システム） 

 東久保 理江子 （アンリツ） 

 中田 光裕 （TIS） 

 中野 隆司 （東芝） 

 林 美保 （TIS） 

 平野 潤子 （新日鉄ソリューションズ） 

 松浦 潤 （三菱電機） 

 皆川 一二 （デンソーテクノ） 

 

概要 

特別コースは、講義を通してソフトウェア品質保証の基礎を学び、他企業の参加者との

グループ討議から新たな気づきを得ることを目標としている。講義は、ソフトウェア品質保証

の概論、技術や技法の解説、代表企業の事例紹介など 9 回にわたり行った。また、グルー

プ討議では参加者同士の意見交換を行い、経験やノウハウを共有し、特定のテーマにつ

いて理解を深めた。参加者からは、ソフトウェア品質保証の幅広い範囲の知識を身につけ

ることができ、また立場の異なる人達と交流することができて有意義であったという評価が得

られた。 

 

 Abstract 

In this course, the objective is to learn the basic of the software quality 

assurance from the lecture, and to obtain new awareness through the discussion 

with other participants. The lecture was conducted nine times in total includes 

the outline of the software quality assurance, the technique explanation, and the 

case studies. Groups were formed to share know-how and discuss the issues 

through out the year. As a result, this course had gotten sound impressions from 

the participants in getting a volume of knowledge and exchanging one another 

in a short term. 



 

1. はじめに 

他の分科会が特定の研究テーマについて議論を深めていくのに対して、特別コースは、ソフトウェア品

質保証の基本を幅広く学び、他の企業の参加者との討議を通じて新たな気付きを得ること、自分自身の

スキルとすることを目標としている。 

このコースには毎年 10-20 名程度が参加している。参加者の動機は、開発部門から品質保証部門へ

異動したばかりでソフトウェア品質保証を基礎から学びたい、ソフトウェア品質保証に取り組んでいるが改

めてソフトウェア品質保証について体系的に学び直したい、今抱えていて課題や悩みの解決の糸口を探

りたいなど様々である。本コースでソフトウェア品質保証の基礎を学んだ参加者が翌年別の分科会に参

加するケースも多く、研究会全体のなかではエントリーコースとしても位置づけられている。 

 本稿では、今年度の特別コースの活動概要について報告する。 

 

2. コース全体の枠組み 

特別コースは、他の分科会よりも2回多い計10回の例会を開催した。図1のように前半を講義にあて、

後半をグループ討議としている。前半の講義では、ソフトウェア品質保証に関するテーマを取り上げ、毎

回企業の実務経験のある指導講師を招いて講義や演習を行った。後半は、4、5 名のグループに分かれ

て各社の取り組みや課題についてグループ討議を行った。また、今年度から新たな取り組みとして通常

の分科会終了後にアフター活動と称して、メンバー持ち回りで、自社で実践している品質保証活動などの

事例紹介を行った。 

 

 

 

 

図 1 「特別コース：ソフトウェア品質保証の基礎」のコース全体図 

 

3. ソフトウェア品質保証の講義について 

合計 9回の講義により、ソフトウェア品質保証の基本的な知識を身につけることが目的である。図 2は、

本コースの講義とソフトウェア品質知識体系ガイド SQuBOK[1]の知識領域との対応関係を示したもので

ある。講義内容は、「要求分析の技法」「運用保守の技法」を除いてソフトウェア品質保証の知識領域の大
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半を網羅している。 

コースの前半では「ソフトウェアの品質管理概論」「品質マネジメントシステム」「ソフトウェア生産管理技

術」などソフトウェア品質保証の全体像を理解することを目的とした。中盤では「品質改善技法」「品質デ

ータ分析技法」「レビュー技法」「テスト技法」など個別の技術や技法の理解に重点をおいた。最後の 2 回

は、組込みシステムの事例や代表企業の具体的な取り組みを紹介し、理解を深めることを目的とした。 

2. ソフトウェア品質マネジメント
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3.3 要求分析の技法
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3.6 品質分析・評価の技法
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図 2 本コースの講義と SQuBOK との対応関係 

 

各講義の概略を以下に示す。 

(1) 「ソフトウェア品質管理概論」、講師：香村 求氏（システム SWAT） 

講師の実体験を数多く交えながらソフトウェアの品質管理のポイントを説明した。システムのライフサイ

クルに沿って、上流での品質の作りこみからテスト、再発防止活動に至るまで具体的な活動を解説した。

また、お客様満足向上の活動や全社的品質管理のための仕組みや組織のあり方について紹介した。 

(2) 「ISO9001/CMMIをベースとしたソフトウェア品質保証活動と品質改善活動の事例紹介」、 

講師：加藤 秀樹氏（東芝ソリューション） 

ISO9001/CMMI によるソフトウェア品質保証と品質改善について事例を交えて解説した。品質マネジ

メントシステムの具体例としてシステム開発計画の立案と運用、デザインレビューなどを取り上げた。 

(3) 「品質データ分析技術」、講師：真野 俊樹氏（SQA総合研究所） 

開発の各段階で行う品質データの分析と活用方法を解説した。メトリクスの例や品質データ収集の仕

組みを紹介し、またデータ分析技法として QC 七つ道具や多変量解析法、実験計画法などを解説した。

最後にデータ活用の実際例として、品質状況分析、バグ分析、出荷判定などを取り上げて説明した。 

(4) 「改善技法／改革技法」、講師：金子 龍三氏（プロセスネットワーク） 

品質の改善や改革を進めるための狙いどころや技術について、実プロジェクトの経験に基づく「技術集



団としての個別改善」、QCなどを活用した「小集団活動による改善」、ISO9001やCMMIを適用した「組

織的な改善・改革」、「失敗原因分析に基づく改善」などの観点から講義した。 

(5) 「ソフトウェア生産管理技術」、講師：誉田 直美氏（日本電気） 

ソフトウェア生産のマネジメントの基本である QCD の基礎データの定義と考え方、データの収集タイミ

ングなどについて解説した。また、「テストの管理と完了判断」「分散開発の管理」「負のスパイラルからの

脱出」の3つの具体的なケースをあげ、どのように対応すべきかをディスカッションしながら講義を進めた。 

(6) 「レビュー技術」、講師：堀内 純孝氏（クオリティ） 

デザインレビューの基本的な考え方と進め方を解説した。デザインレビューの制度や手順の標準化、レ

ビュー評価技術、レビュー支援ツールや環境、レビュー教育などについて具体例を交えて紹介した。 

(7) 「テスト分析とテスト設計のための実践的アプローチ」、講師：鈴木 三紀夫氏（ASTER） 

テストプロセス改善の経験からテストの分析と設計をどのような方向に改善するべきか説明した。また、

リスクベースドアプローチと独自のテスト分析と設計のアプローチである「ゆもつよメソッド」を紹介した。 

(8) 「組込みソフトウェアにおける品質保証」、講師：吉岡 幸恵氏（オムロンソフトウェア） 

組込みシステムの特徴や品質保証のポイントについて説明した。そして、同社における品質保証体制、

クレーム管理の仕組み、品質メジャーなどのデータ分析事例を紹介した。 

(9) 「ソフトウェア品質管理の実際」、講師：稲葉 豊茂氏（富士通） 

同社が取り組んでいる自律改善活動の原理原則について解説し、同社で実践している KPT を用いた

振返り手法の演習も行った。また、現場の改善事例として「品質の見える化と情報共有」活動を紹介した。 

4. グループ討議について 

グループ討議は、他の企業の参加者との間で各社の実態をある程度具体的に話し合い、また世の中

の状況や技術についても検討し、自社の改善に役立てることが目的である。 

ただ漫然と議論をしても焦点がぼやけ、発散しがちである。そこで、講義のテーマに沿って自社での状

況をまとめておくという事前宿題を実施してもらい、それを元に議論する形を取った。それにより、事前に

講義テーマについて問題意識を持った上で講義、グループ討議に臨むことになり、より学習効果が高ま

ったと言える。 

 

グループ討議の進め方 

グループ討議は、毎回次のような要領で進めた。 

(1) 事前宿題の作成と提出 

全員があらかじめテーマに関する自社の実態などを A4、1枚程度に整理し、提出する。 

①自社での取り組み、特に工夫していること、②自社の課題と考えていること、③他の参加者に聞い

てみたいこと、討議したいこと、など 

(2) グループ討議 

毎回 4,5名のグループを編成し、各自の事前宿題をもとに意見交換を行う。 

最後に各グループの討議内容を全員で共有する。 

(3) 事後宿題の作成と提出 

講義やグループ討議から得られた気づきや役立つ情報などを整理し、提出する。 

①新たな発見や気づき、②自社に持ち帰りたい、取り組みたいと考えたこと 、③その他所感 

 

毎回の事前と事後の宿題は多忙な参加者にとっては、少なからず負担であったと思う。だが、



欠席の場合を除いて、全員がほぼ期限通りに提出できたのは特筆すべきである。品質保証を司る

者として、このような基本姿勢が何よりも重要なのである。 

 

5. アフター活動について 

研究会スタート当初にメンバーに対して行ったアンケートによると「他社の実践事例が聞きた

い」という要望が圧倒的に多かった。毎回のグループ討議の中でも事例紹介はするが、時間の関

係も有り、あまり詳細な説明まではできない。そこで、今年度から新たな取り組みとして、18時

の分科会終了後にアフター活動と称して、メンバー持ち回りによる事例紹介を実施した。終了後

の＋αな活動のため、参加は自由としたが、都合による欠席を除き全員参加となった。結果的に

は、今年度特別コースの一番の特色とも言える思い出深い活動となった。 

 

アフター活動の概要と進め方 

 10月の分科会からスタート、全 5回実施 

 各回 2名持ち回りで発表、持ち時間は質疑応答含めて 1テーマ 1時間×2で全 2時間 

 アフターということもあり、軽食と飲物（アルコールも）を買出しして、飲食しながらリラックスした 

ムードで実施 

 

事例紹介内容 

実施日 発表者 発表テーマ 

10/7 
林 美保 ちけっと活動とその成果 

中田 光裕 品質データ分析レポート 

10/21 
松浦 潤 『他山の石』活動 

田中 孝一 PNA分析法の紹介 

11/18 
小倉 徹 KPT、バーンダウンチャート 

中野 隆司 組合せテスト技術の導入・定着の取組み，上流工程への適用事例 

12/16 
皆川 一二 DRBFMの背景と DRBFM ワークシートの作成 

小池 利和 SQA活動とデータの活用事例 

1/20 東久保 理江子 バグ成長曲線 

 

6. 本コースの活動から得られた成果について 

前述のとおり、特別コースの目的は、ソフトウェア品質保証の基本を幅広く学び、他の企業の

参加者との討議を通じて新たな気付きを得ること、自分自身のスキルとすることである。その目

的は達成できたかを確認すべく、本コースの最終回に振り返りを行った。その中で出た意見、コ

メントを記載する。 

 



(1) 新たな発見や気づき 

 「自社の常識、実は非常識」 

これまでは“社内の常識・ルール”視点だけ、これからは社外の視点を加えていけそう 

 やっぱり「銀の弾丸」は存在しない 

少しでも正解に「近い」と判断ができるように知識・事例・観点を押えておくべきだ 

 品質保証の取り組みに「正解はない」 

日々苦労をしてきた中で培った知識や経験から自社にあった方法を導き出すものだ 

 品質活動の推進に「自信が生まれた」 

他社の事例を聞いて、自らが推進していくことに納得感が得られた 

 自社の強みや弱みがわかった 

自社のＱＭＳは重厚長大なものになっていた。改善活動の不足が分かった（使いにくいものは

定着しない、常にフォーマット・ツール類は改良を重ねることが必要だ）  

 

(2) 自社で取り組みたいこと 

 レビュー 

・ レビューをする側、される側の心構え 

・ レビューを受けて助かったと思う経験を若いうちにさせる 

・ インスペクションの導入 

 テスト 

・ テストの質向上を目指したテスト教育カリキュラムの作成 

 分析 

・ 統計手法の導入 

・ メトリクスデータの入力-整理の標準化 

・ 間接メトリクスの解析 

 職務 

・ 品質を意識した開発業務 

・ 品質保証スタッフとしての能力・意識の向上 

・ 品質保証活動とシステム開発活動が協調できる環境づくり 

・ 事業部内の品質保証活動の活性化 

・ 失敗 PJ早期検知 

・ 障害撲滅活動 

 その他 

・ プロジェクトのコミュニケーション強化 

・ QC7つ道具や新 QC7つ道具のソフトウェア開発の適用 

・ KPTの導入 

・ 品質保証部を毛嫌いしない 

 

(3) その他所感 

 特別コースは『架け橋』だ！ 

・ メカ屋とソフト屋を繋ぐ！ 

・ 初心者とベテランを繋ぐ！ 

・ 会社と会社を繋ぐ！ 

 会社が違っても皆さん悩みは同じなのだ、ということが単純に嬉しくもあり、背中を押された気

持ちだった 

 ソフトウェア品質改善ワールド：企業の垣根を越え、業界全体を良くしていこうという「連帯感」



を感じた 

 ２文字アルファベットの山に潰されそうだったが、特別コースへの参加を重ね、今や『そのメトリ

クスはいかがなものか』と言うようになった自分にびっくり！ 

 

特別コースは、ソフトウェア品質保証の基礎を幅広く学び、他の企業の参加者との討議を通じて新たな

気付きを得ること、自分自身のスキルとすることが目的であった。参加者の振り返りには、多くの新たな発

見や気づきや、自社で取り組みたい、活かしたいと考えていることも数多く挙げられた。ソフトウェア品質

保証の講義や他の企業の参加者との交流も有意義であったという意見も多く、本コースの目標はほぼ達

成できたと評価している。 

最後にメンバーに来年度はどうするかを尋ねたところ、他の分科会に参加したいという人が3名、検討

中が3名、職場の人にこのコースを勧めたいという人が実に9名全員であった。このことが本コースの満足

度を示す結果と考えている。 
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